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4月
　4月が好きです。五中・六中・二中での21年間

はずっと担任でしたが、新しく出会った子どもたち

の名前を最初の一日で覚えるのが好きでした。

　始業式（入学式）の日に全員の名前と顔を一致

させる・・・それが「担任の一番大切な最初の仕事

だ。」と、今でも思っています。僕はクラスの子ども

たちを苗字で呼んだことがありません。子どもたち

が下の名前で呼ばれる方が嬉しいのを知っていた

からです。だから、自分のクラスの子は下の名前

で呼んでいたのです。

　覚えたら、授業で直ぐに使います。手を上げさせ

るのではなく、「千春」「文夫」「智」「賢二」と名前を

呼んで、どんどん指していきます。そうすれば手を

挙げられない子も発言のチャンスがきます。そうす

ると授業に緊張感がでてきます。

　いい授業には適度の緊張感とリズムが大切です。

　”提出物を出さなかったり、手を上げないと内申

が下がるんだ”子どもたちが物騒なことを言います。

　あくまでも僕の場合ですが、評価は全て「テスト

の点数だけ」でつけていました。「テストの結果だけ

で評価をつけるよ。平均で90点以上取ったら、誰

でも５だ！」と最初の授業でそう宣言していました。

それが絶対評価というものです。授業態度も生活

態度もどうしても自分の主観が入ります。教師の

好き嫌いで、子どもたちの内申が左右され、子ども

たちの人生が左右されるのではたまりません。だ

から、テストの結果だけで評価していたのです。

問題集を提出をさせることに意味はありません。

問題集の答えを教師が保管してはいけません。教

師の仕事は、色々な問題集やった子どもたちの質

問に答えることです。それで教師にも力がつきま

す。能力が違う子どもたちに同じ課題を宿題にし

たのでは、伸びるものも伸びません。

　「内申」を口にして、生徒指導をするのは邪道で

す。教師のやることではありません。子どもたちは

好きな先生の言うことは聞くものです。「内申」で脅

す教師は、自分には力がないと自分で言っている

ようなものです。そのことを若い先生たちに伝えた

いと思います。子どもたちにも先生たちにも、伸び

伸びとした学校生活を送って欲しい。そして、伸び

ていって欲しい。そう思っています。

　この「一生懸命」を読んで、メールや手紙を下さ

る方が多くなってきました。その内容も色々です。

応援メール、この内容はちょっと・・・、今度飲みま

しょう！町内会のこと、ＰＴＡのことでの相談。そし

て、勿論、学校のこと。（驚く内容もありますが・・）

　どのメールもとっても嬉しく読んでいます。ありがと

うございます。昔「一生懸命」という幻の学級通信

を発行していた時も、返信があると嬉しくて、嬉しく

て・・・調子に乗って書いたものです。

　駅でも「グリッド読みました！すごくよかった！」

「アドラーの心理学読みましたよ。ありがとう」「他の

市ですが、いつも楽しみにしています」と直接言っ

てくださる方が複数いて、本当に嬉しかったです。

ありがとうございます。

　さて、ひばりが丘北口と清瀬北口の方はお気づき

かと思いますが、立ち位置が変わりました。ど真ん

中は渡すほうとしては都合のいい場所なのですが、

「狭い通路では貰いたくない人には邪魔臭い場所

だと思いますよ。」とアドヴァイスを頂いたのです。

　立ち位置を変えたお陰で、教え子達が階段を上

がっていく後ろ姿を見ることができるようになりまし

た。「行ってきまーす！」と言って、元気に階段を

昇っていく後ろ姿に「行ってらっしゃい！」「がんば

れー」「気をつけてね！」と声を掛けられるように

なったのです。アドヴァイスありがとうございました！

　

ありがとう・・・

　大学を卒業して五中2年目、24歳の僕です。

3年生の後の1年生の子どもたちは「天使」のように

見えました。後ろの真ん中の子が祐二です。3年

間、僕の理科の授業で一度もノートを取らずに、

「５」をとり続けた子です。教え子の中で、今一番会

いたい子の一人です。祐二！会いたいよ！　
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